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　宝永の噴火は、周辺に大きな被害をもたらしまし
た。登山道も当時の記録に、「砂が降ったため通路
がなくなってしまい、道

みち
普
ぶ
請
しん
を行った。石室も破損

した」とあります。
　左下の古文書は天明 3年（1783）に、須山村の
友右ヱ門・三右ヱ門から富士山本宮浅間大社神主四
家（大宮司・公

く
文
もん
・案

あん
主
じゅ
・別当）の役人に出された

石室建設願いです。主な内容は、「登山道が中絶し
ていたため石室も絶えてしまい、休息場所がないの
で導者（富士山信仰の登山者）も困っている。そこ
で 9合目・頂上に石室を作りたい」というものです。
　右下の絵図は明治期のものですが、元禄年間は西
側を通る登山道が、宝永の噴火後は東側に移ったこ
とが示されています。

と き／３月12日㈯　17時～　※開場▶16時30分
料　金／全席指定（税込み）　※未就学児の入場不可
　　　　前売券　6,000円　当日券　7,000円
発売日／�１月16日㈯� ９時～　※16日㈯の受付は特

設電話（993-9320）のみ
出　演／�美川憲一、研ナオコ、秋元順子、秋川雅史、

ミッツ・マングローブ、髙田利江、
　　　　水森亜土（ゲスト）

Vol.2　 地場産物でからだがほっこり！気軽に本格
中華の鍋料理を作ろう

と　き／2月 9日㈫　10時～13時
講　師／山中重実さん
　　　　（彩食健美�二胡オーナーシェフ）
受講料／１人　800円（税込み・材料費別）

　大会の朝、富岡中陸上部の顧問の横内先生から「楽
しんで走ればいいよ」と声をかけてもらい、「プレッ
シャーなく走ることができました」と振り返る眞田
さん。駅伝大会では、第一区を任されることが多く、
チームに良い流れをつくれるようにタスキを渡そう
と心がけています。満足のいく走りができなかった
ようですが「高校生の中で走れて勉強になりました」
と前向きでした。
　眞田さんは、小学１年生のときに陸上を始めまし
た。短距離を走っていましたが、４～５年生のとき
から長距離に転身。練習に行くのが嫌になったこと
もありましたが、陸上をやっている親戚の支えもあ
り現在まで続けています。
　陸上を始めてから現在までで、印象に残っている
ことを問うと「大会でよく転んでしまうんです」と
笑顔で話しはじめた眞田さん。２年生のときに出場
した県中体連駅伝競走大会東部予選会では、転倒し
たにも関わらず、区間賞を受賞。初めての区間賞が
良い思い出になっています。
　眞田さんは受験生。今後も陸上を続けたいので、
陸上も勉強も頑張れる高校を目指します。

　県市町対抗駅伝競走大会が 12月 5日㈯に行われ
ました。富岡中学校３年生の眞田ひまりさんは、中
学生・高校生（女子）の区間の第一区を力走しまし
た。同大会への出場は、４回目でしたが、スタート
を任されたのは初めてです。
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登山道絵図

補修工事のため、
３月31日㈭まで
休館します。


